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2. 4 菖蒲田浜漁港周辺 （遡上高12.0m，写真3)
避難中の住民の方（男性70代）によれば．津波
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たり先端部の護岸 ・道路は陥没・ i受水。住宅地域 浸水しておか住宅街はほぼlFの窓上方 （地盤
は 木造家屋は土台を残して壊滅てき。壁而がや より約2m）まで浸かったことが確認できた。浸













3. 3 定川大橋 （浸水高5.3m，写真7)および
大曲地区，矢本地区 （東松島市）
定川大橋の中央橋げたが流失 （写真8）し，上
流200mに漂着していた。大橋直上流の定川右岸
側の堤防が決壊，右岸側 （西側）の田畑はすべて
水面となり，航路標識ブイが潔着していた。ま
た，大橋の下流には，大型石炭船の乗り上げを遠
望し定川大橋の根元には2隻の貨物パージが打
ちあがっていることを確認。
大橋上流250mに確認された排水機場と見られ
る建屋の泥跡および残った橋げたに打ち上げられ
た海藻から橋の頂点付近まで津波の高さがあった
ことを確認し 両者を痕跡とした。住宅街 （大曲
から矢本地区）は，仙石線の l本山側の道路まで
写真7 橋の先端部に残る木切れ 漂着物痕跡
写真8 定川大橋中央桁の破壊 （石巻市方向J)
4. おわりに
調査の結果？調査地点の沿岸部には，平均して
lOm以上の段波状の津波が来襲したと思われるが，
今回の調査は被害の一端を測定したのみと言わざ
るをえない。被害は甚大で被災地は広範囲である
とともに，被害の様態も津波による家屋被害，道
路洗堀－陥没，橋脚落下，I手桟橋の漂流，河川堤防
の決壊など多岐にわたるため長期の調査が必要で
ある。津波高の分布を把握した後には1 地域の特
性による被害状況の相違と，かろうじて残った建
屋の特性解明が今後重要になると恩われる。
（投稿受理平成23年5月9日）
